
イスラエルの例祭を知ると「イエス・キリスト」が見えてくる

大患難時代前半の大バビロン
─世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！
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第4回オメガツアーの事前案内をご希望の方は、下記までご連絡ください。
ご登録された方には、ツアーの詳細が決定次第、スケジュール
や祈りの課題などお知らせいたします。
Eメール  info@omega.or.jp　
FAX  06-6777-2117（別紙にて申込書あり） 

栄子・スティーブンス来日の10月～11月の行程を覚えて
　いつもお祈りをありがとうございます。現在10月～11月、関東地区、関西
地区、沖縄地区の教会訪問や、撮影などが続いております。日々健康が守られ、
主からの油注ぎと恵みが満ちあふれますようお祈りください。

1
祈りの課題

神のマスタープランプロジェクト2022

2
3

オメガバイブル教材のために
　新刊『主の例祭からの考察』イスラエルの例祭を知ると「イエ
ス・キリスト」が見えてくるの出版のためにお祈りいただきありが
とうございます。大変好評を頂いており、間もなく1000冊完売と
なります。引き続き今月も「感謝価格期間」とさせていただきます。
ご活用ください。
　また、いよいよ全国のキリスト教書店でも販売がスタートいたし
ます。さらに多くの方に用いられ、主が来られる日に備えて日本の
教会の祝福となりますように。一人でも多くの方に主の愛と恵みが
広がりますよう、引き続きお祈りください。

第4回 オメガツアーのために
「栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダンツアー」
企画準備のために
　2023年5月～6月の見込みでイスラエル＆ヨルダンツアー企画
準備中です。世界情勢、燃油税の高騰など、日々変化がありますので、
現地との調整などがスムーズに整えられますようお祈りください。

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。 ヨハネの黙示録22章21節
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主の喜びとなり実を結ぶ
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大好評！まもなく1000冊完売！ いよいよ全国のキリスト教書店でも発売スタート！
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主の例祭からの考察

10月～11月は、栄子・スティーブンス来日予定となっており、シャロームニッポンの対談は、今月と来月はお休みとさせていただきます。
いつもご愛読いただきありがとうございます。

感謝価格 ご注文や詳細は、チラシ添付もあります。

「ヨハネの黙示録」
栄子・スティーブンスによるプレミアムセミナー

オメガWEBサイトより無料で聴いていただけます。
黙示録22章まで順次アップ予定

音源サイト

「第4回オメガツアーの事前予約希望受付のご案内」
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バビロンの古代の遺跡（イラク1932）

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 29
―その21未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

月刊教材「ニュースレターBride」のバックナンバーはオメガのHPでお読みいただけます。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章
1節から2節、「また、七つの鉢を持つ七
人の御使いのひとりが来て、私に話して、
こう言った。『ここに来なさい。大水の上
にすわっている大淫婦へのさばきを見せ
ましょう。地の王たちは、この女と不品
行を行い、地に住む人々も、この女の不
品行のぶどう酒に酔ったのです』」

1節で、「ここに来なさい。大水の上に
すわっている大淫婦へのさばきを見せま
しょう」と、七つの鉢を持つ七人の御使い
のうちの一人が来て言っています。

15節では、「あなたが見た水、すなわ
ち淫婦がすわっている所は、もろもろの
民族、群衆、国民、国語です」と言って
おり、それは世界中の人々、「異邦人」を
指しています。大淫婦というのは、異端
宗教に関わっている者たちのことを指して

今号から、第三の幻の大バビロン
について学んでまいりましょう。

第三の幻
（新改訳第三版使用）

17章と18章では、大患難時代の7年
間の前半と後半に起こっている、世界情
勢の裏話のような形で、大バビロンにつ
いて語っています。

旧約聖書に書かれている
大淫婦

この大淫婦については、旧約聖書のゼ
カリヤ書5章5節から8節でこのように預
言されています。

ゼカリヤ書5章5節から8節、「私と話
していた御使いが出て来て、私に言った。

『目を上げて、この出て行く物が何かを見
よ。』私が、『それは何ですか』と尋ねると、
彼は言った。『これは、出て行くエパ枡
だ。』そして言った。『これは、全地にある
彼らの罪だ。』見よ。鉛のふたが持ち上げ
られ、エパ枡の中にひとりの女がすわっ
ていた。彼は、『これは罪悪だ』と言って、
その女をエパ枡の中に閉じ込め、その口
の上に鉛の重しをかぶせた」

6節で、ゼカリヤが御使いに出ていく
物を見て、「それは何ですか」と尋ねてい
ます。「これは、出て行くエパ枡だ」そし
て、「これは、全地にある彼らの罪だ」と
御使いが答えています。

　

ゼカリヤ書5章9節から11節、「それ
から、私が目を上げて見ると、なんと、
ふたりの女が出て来た。その翼は風をは
らんでいた。彼女たちには、こうのとりの
翼のような翼があり、彼女たちは、あの
エパ枡を地と天との間に持ち上げた。そ
こで私は、私と話していた御使いに尋ね
た。『あの者たちは、エパ枡をどこへ持っ
て行くのですか。』彼は私に言った。『シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ』」

10節では、ゼカリヤが二人の女がエパ
枡を持ち上げたのを見て、「あの者たちは、
エパ枡をどこへ持って行くのですか」と質
問しています。その答えは、11節で、「シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ」ということです。シヌアルの
地は、創世記11章に書かれているバベ
ルの塔が建てられた、バビロンのある所
です。「あの女のために神殿を建てる」と

レビ記19章36節では、「正しいてんびん、
正しい重り石、正しいエパ、正しいヒン
を使わなければならない。わたしは、あ
なたがたをエジプトの地から連れ出した、
あなたがたの神、主である」と記されてい
ます。エパ枡は「経済」を表しています。

ゼカリヤ書5章7節で、「鉛のふたが持
ち上げられ、エパ枡の中にひとりの女が
すわっていた」とあります。しかし御使い
が「これは罪悪だ」（8節）と指摘し、正し
いエパ枡ではなかったことが分かり、ま
た、このエパ桝の鉛にふたが付いている
ことから、偽りの量りを使っていることが
分かります。その中に座っている女とは、
世界経済と関係しているのでしょう。

これは、偶像礼拝に関わる淫婦が、欲
に目がくらんでいることを表していると考
えられます。8節で御使いが、「『これは
罪悪だ』と言って、その女をエパ枡の中に
閉じ込め、その口の上に鉛の重しをかぶ
せた」とあります。邪悪なビジネスと偶像
礼拝が最も激しくなるのが、大患難時代
の前半の大バビロンです。

大患難時代前半の大バビロン
─世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀

言っていることで、この女が経済だけで
はなく、宗教にも関わっている大バビロ
ンの淫婦であると預言していることが分か
ります。
「それが整うと、そこの台の上に安置す
るためだ」と、未来の事を表しているので
す。エパ枡と神殿が一つになっていること
で、経済と宗教の本拠地を示していると
考えられます。　　

未来に現れる大バビロンは、大患難時
代の前半は経済と宗教の本拠地となりま
す。そして、大患難時代の後半では、バ
ビロンは経済の本拠地となり、宗教の本
拠地は「エルサレム」となります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節で、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」

これは、大患難時代後半に入った時に
起こることです。すべて、礼拝されるもの
に反抗しますから、大患難時代後半の3
年半は、反キリストによって宗教の自由
が世界から取り除かれます。そして、第
三神殿の宮の中に座を設け、自分こそ神
であると宣言し、人々が反キリストとその
像を拝むように強制します。この時から、
エルサレムが宗教の本拠地となるのです。

大淫婦の名と獣
黙示録17章3節から5節、「それから、

御使いは、御霊に感じた私を荒野に連れ
て行った。すると私は、ひとりの女が緋

色の獣に乗っているのを見た。その獣は
神をけがす名で満ちており、七つの頭と
十本の角を持っていた。この女は紫と緋
の衣を着ていて、金と宝石と真珠とで身
を飾り、憎むべきものや自分の不品行の
汚れでいっぱいになった金の杯を手に
持っていた。その額には、意味の秘めら
れた名が書かれていた。すなわち、『すべ
ての淫婦と地の憎むべきものとの母、大
バビロン』という名であった」

3節で、「ひとりの女が緋色の獣に乗っ
ているのを見た」とヨハネは言っています。
淫婦の乗っている緋色の獣は、黙示録13
章に出て来る獣、すなわち反キリストのこ
とです。これは大患難時代の前半で、異
端宗教を利用して、偽の世界平和をもた
らし、大きな信頼を世界中から得られた
反キリストの裏話です。

同じく3節で、「その獣は神をけがす名
で満ちており、七つの頭と十本の角を持っ
ていた」とあります。サタンにそっくりな、
七つの頭を持つ反キリストは、十本の角、
すなわち十人の王たちと共に働きます。
偶像をあがめ、真の神様を汚して、人々
の心を引き付けます。

　
4節で、「この女は紫と緋の衣を着ていて、

金と宝石と真珠とで身を飾り」という紫の
衣は、人々から尊ばれていることを表して
います。宝石で身を飾っていますから、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧して裕福なのです。莫大な経済
を生むことで、世界中の人々を喜ばせる
ことでしょう。

同じく4節では、「憎むべきものや自分
の不品行の汚れでいっぱいになった金の
杯を手に持っていた」という彼女の杯の中
身は、聖書に書かれている偶像礼拝であ
る姦淫や不品行、人殺しでいっぱいです。

　
5節で、彼女の名前が出てきます。そ

れは、「すべての淫婦と地の憎むべきもの
との母、大バビロン」です。神様に逆らう
象徴であるような「バベルの塔」は、世界
が一つの言葉であった時、ニムロデとい
う力ある人が先頭に立って、再び神罰で
ある洪水が起こっても、びくともしない塔
を建てようとしたのです。神様に逆らい、
忌むべき事が始まった根源がバベルです。

そのシヌアルの地バビロンが、「地の憎
むべきものとの母」なのです。異端宗教と
あらゆる罪の母です。ですから、これら
を生み出した場所を表しているのが「バビ
ロン」です。終わりの日のバビロンは、統
一された世界となりますから、「大バビロ
ン」という名となります。

います。聖書において、偶像礼拝は「姦
淫」と同じ意味を表しています。大淫婦は、
異端宗教やさまざまな宗教を通して、
人々を真の神様から遠ざけ、不従順に
よって間違った道を歩ませます。

2節では、「地の王たちは、この女と不
品行を行い、地に住む人々も、この女の
不品行のぶどう酒に酔ったのです」と御使
いがヨハネに話しています。このブドウ酒
については6節で、「私はこの女が、聖徒
たちの血とイエスの証人たちの血に酔っ
ているのを見た」ことで、ヨハネは理解が
できず非常に驚いています。

大淫婦の喜びと快感は、聖徒たちを殺
すことです。地の王たちもまた、大淫婦
と同じく、不品行と偶像礼拝を行い、聖
徒たちを殉教させることを楽しみとして、
その血に酔っているのです。

未来の預言①　
未来の預言②　
未来の預言③
未来の預言④
未来の預言⑤
未来の預言⑥
未来の預言⑦
未来の預言⑧
未来の預言⑨
未来の預言⑩

天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）
天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）
ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）
ダニエル書の七十週の学び（ダニエル9:24～27）
大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）
第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）
第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）
第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）
第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）
第3の災い、第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿
（黙10:7～11:2）

しかし、バビロンはバビロンです。バ
ビロンはシュメール語であり、バベルは
ヘブライ語です。学者の中には、バベル
はアッカド語であると言う人もいます。聖
書に出てくる名は、バベルの塔が建てら
れる時までは、すべてヘブライ語でした。

創世記11章1節から9節で、バベルの
塔が建設されている時、人々は一つの言
葉を使い、人々は思いを一つにして自分
たちの思うことをしようとしました。神様
はそれをご覧になって、人々を全地に散
らすようにし、人々に多くの種類の言葉を
送り込み、言葉を混乱させてしまいまし
た。神様が人間を全地に散らしてから、
聖書の中には、いろいろな地名や名前が
出てきます。

七つの頭と十本の角
黙示録17章6節と7節、「そして、私

はこの女が、聖徒たちの血とイエスの証
人たちの血に酔っているのを見た。私は
この女を見たとき、非常に驚いた。する
と、御使いは私にこう言った。『なぜ驚く
のですか。私は、あなたに、この女の秘
義と、この女を乗せた、七つの頭と十本
の角とを持つ獣の秘義とを話してあげま
しょう』」

6節で、「私はこの女が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に酔っているのを
見た。私はこの女を見たとき、非常に驚
いた」とヨハネは言っています。神様に仕
える人々を、数え切れないほど殉教させ
て、その血に酔っている淫婦の姿を見た
ことで、ヨハネは驚いていたのでした。イ
ザヤ書49章26節に、「わたしは、あなた
をしいたげる者に、彼ら自身の肉を食ら
わせる。彼らは甘いぶどう酒に酔うように、
自分自身の血に酔う」と書かれていますが、
古代のしきたりの中に、酒と血を飲んで
酔いどれるということがあったようです。

7節では、「御使いは私にこう言った。
『なぜ驚くのですか。私は、あなたに、こ
の女の秘義と、この女を乗せた、七つの
頭と十本の角とを持つ獣の秘義とを話し
てあげましょう』」と、御使いはヨハネに
言っています。統一された宗教は、協議
会のような組織によって、世界を支配し
ている女と反キリストの秘儀が、御使い
によって知らされています。

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と、御使いがヨハネに語っています。この
箇所は、異端宗教に関わっている女の大
きな都、大バビロンだということが分かり
ます。

8節、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます。そして彼は、ついに
は滅びます。地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」

8節で、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます」

同じく8節で、女を乗せた緋色の獣が、
「昔いたが、今はいない獣です」と言って
います。このみことばについては、神学
者によって、いろいろな解釈があります。
一つは、黙示録11章の二人の証人の時
にはいましたが、人々が二人の証人の死
と復活によって、世界が神をあがめるよ
うになりました。そのため、獣である反
キリストは、戦いに倒れて死にます。その

「今はいない」と思っていた者が、底知れ
ぬ所から上ってくるのだという見解です。
ハデスに一時、下っていた反キリストが
生き返って戻ってくることを語っているの
だと思われます。

別の考えでは、昔からいたバビロンの
霊ですが、その霊を持つ人間として現れ
るのは、ヨハネの黙示録が書かれた時に
はいないので、「今はいません」という見
解です。

また、ローマ皇帝ネロを反キリストと
考える神学者たちは、黙示録が書かれた
時には、すでにネロは死んでいるので、
生き返って反キリストとなって活躍し、
人々が驚くという考えです。しかし、ネロ
の頭は一つでしたから、七つの頭を持つ
獣とは関係ないと考えられます。

8節で、「そして彼は、ついには滅びま
す」と、彼の滅びることは、すでに定めら
れています。「地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」。黙示録13章8節でも書かれてい
たように、反キリストは全知全能の神様
によって、世の初めから、真の神様に従
わなかったことが分かっており、小羊の
いのちの書に名が記されていない者は、
反キリストが生き返ったので、驚きます。

次号で、「七つの頭と十本の角」につい
て学びます。

「しかし、兄弟たち。あなたがたは暗や
みの中にはいないのですから、その日が、
盗人のようにあなたがたを襲うことはあり
ません。あなたがたはみな、光の子ども、
昼の子どもだからです。私たちは、夜や
暗やみの者ではありません」

(Ⅰテサ5:4～5)

光の子どもである私たちは、トンネル
の先に光が見えています。再臨される主
を待ち望みつつ、主と共に歩んでまいり
ましょう。

二人の証人（黙11:3～5）
二人の証人の復活（黙11:6～13）
大患難時代7年間の中間の時（黙11:14～12:5）
反キリストの迫害に追われたイスラエルの民の逃亡場所（黙12:6～18）
獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成（黙13:1～10）
主が来られる日に備えて（黙13:11～18）
御国の到来までの「七つの布告」（黙14:1～20）
神の激しい御怒り「七つの鉢」の裁きが始まる（黙15:1～16:11）
イスラエルの民を抹殺するためのハルマゲドン会議（黙16:12～16）
第七の鉢で最後の御怒りが注がれる―「事は成就した」（黙16:17～21）

未来の預言⑪
未来の預言⑫
未来の預言⑬
未来の預言⑭
未来の預言⑮
未来の預言⑯
未来の預言⑰
未来の預言⑱
未来の預言⑲
未来の預言⑳
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バビロンの古代の遺跡（イラク1932）

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 29
―その21未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

月刊教材「ニュースレターBride」のバックナンバーはオメガのHPでお読みいただけます。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章
1節から2節、「また、七つの鉢を持つ七
人の御使いのひとりが来て、私に話して、
こう言った。『ここに来なさい。大水の上
にすわっている大淫婦へのさばきを見せ
ましょう。地の王たちは、この女と不品
行を行い、地に住む人々も、この女の不
品行のぶどう酒に酔ったのです』」

1節で、「ここに来なさい。大水の上に
すわっている大淫婦へのさばきを見せま
しょう」と、七つの鉢を持つ七人の御使い
のうちの一人が来て言っています。

15節では、「あなたが見た水、すなわ
ち淫婦がすわっている所は、もろもろの
民族、群衆、国民、国語です」と言って
おり、それは世界中の人々、「異邦人」を
指しています。大淫婦というのは、異端
宗教に関わっている者たちのことを指して

今号から、第三の幻の大バビロン
について学んでまいりましょう。

第三の幻
（新改訳第三版使用）

17章と18章では、大患難時代の7年
間の前半と後半に起こっている、世界情
勢の裏話のような形で、大バビロンにつ
いて語っています。

旧約聖書に書かれている
大淫婦

この大淫婦については、旧約聖書のゼ
カリヤ書5章5節から8節でこのように預
言されています。

ゼカリヤ書5章5節から8節、「私と話
していた御使いが出て来て、私に言った。

『目を上げて、この出て行く物が何かを見
よ。』私が、『それは何ですか』と尋ねると、
彼は言った。『これは、出て行くエパ枡
だ。』そして言った。『これは、全地にある
彼らの罪だ。』見よ。鉛のふたが持ち上げ
られ、エパ枡の中にひとりの女がすわっ
ていた。彼は、『これは罪悪だ』と言って、
その女をエパ枡の中に閉じ込め、その口
の上に鉛の重しをかぶせた」

6節で、ゼカリヤが御使いに出ていく
物を見て、「それは何ですか」と尋ねてい
ます。「これは、出て行くエパ枡だ」そし
て、「これは、全地にある彼らの罪だ」と
御使いが答えています。

　

ゼカリヤ書5章9節から11節、「それ
から、私が目を上げて見ると、なんと、
ふたりの女が出て来た。その翼は風をは
らんでいた。彼女たちには、こうのとりの
翼のような翼があり、彼女たちは、あの
エパ枡を地と天との間に持ち上げた。そ
こで私は、私と話していた御使いに尋ね
た。『あの者たちは、エパ枡をどこへ持っ
て行くのですか。』彼は私に言った。『シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ』」

10節では、ゼカリヤが二人の女がエパ
枡を持ち上げたのを見て、「あの者たちは、
エパ枡をどこへ持って行くのですか」と質
問しています。その答えは、11節で、「シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ」ということです。シヌアルの
地は、創世記11章に書かれているバベ
ルの塔が建てられた、バビロンのある所
です。「あの女のために神殿を建てる」と

レビ記19章36節では、「正しいてんびん、
正しい重り石、正しいエパ、正しいヒン
を使わなければならない。わたしは、あ
なたがたをエジプトの地から連れ出した、
あなたがたの神、主である」と記されてい
ます。エパ枡は「経済」を表しています。

ゼカリヤ書5章7節で、「鉛のふたが持
ち上げられ、エパ枡の中にひとりの女が
すわっていた」とあります。しかし御使い
が「これは罪悪だ」（8節）と指摘し、正し
いエパ枡ではなかったことが分かり、ま
た、このエパ桝の鉛にふたが付いている
ことから、偽りの量りを使っていることが
分かります。その中に座っている女とは、
世界経済と関係しているのでしょう。

これは、偶像礼拝に関わる淫婦が、欲
に目がくらんでいることを表していると考
えられます。8節で御使いが、「『これは
罪悪だ』と言って、その女をエパ枡の中に
閉じ込め、その口の上に鉛の重しをかぶ
せた」とあります。邪悪なビジネスと偶像
礼拝が最も激しくなるのが、大患難時代
の前半の大バビロンです。

大患難時代前半の大バビロン
─世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀

言っていることで、この女が経済だけで
はなく、宗教にも関わっている大バビロ
ンの淫婦であると預言していることが分か
ります。
「それが整うと、そこの台の上に安置す
るためだ」と、未来の事を表しているので
す。エパ枡と神殿が一つになっていること
で、経済と宗教の本拠地を示していると
考えられます。　　

未来に現れる大バビロンは、大患難時
代の前半は経済と宗教の本拠地となりま
す。そして、大患難時代の後半では、バ
ビロンは経済の本拠地となり、宗教の本
拠地は「エルサレム」となります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節で、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」

これは、大患難時代後半に入った時に
起こることです。すべて、礼拝されるもの
に反抗しますから、大患難時代後半の3
年半は、反キリストによって宗教の自由
が世界から取り除かれます。そして、第
三神殿の宮の中に座を設け、自分こそ神
であると宣言し、人々が反キリストとその
像を拝むように強制します。この時から、
エルサレムが宗教の本拠地となるのです。

大淫婦の名と獣
黙示録17章3節から5節、「それから、

御使いは、御霊に感じた私を荒野に連れ
て行った。すると私は、ひとりの女が緋

色の獣に乗っているのを見た。その獣は
神をけがす名で満ちており、七つの頭と
十本の角を持っていた。この女は紫と緋
の衣を着ていて、金と宝石と真珠とで身
を飾り、憎むべきものや自分の不品行の
汚れでいっぱいになった金の杯を手に
持っていた。その額には、意味の秘めら
れた名が書かれていた。すなわち、『すべ
ての淫婦と地の憎むべきものとの母、大
バビロン』という名であった」

3節で、「ひとりの女が緋色の獣に乗っ
ているのを見た」とヨハネは言っています。
淫婦の乗っている緋色の獣は、黙示録13
章に出て来る獣、すなわち反キリストのこ
とです。これは大患難時代の前半で、異
端宗教を利用して、偽の世界平和をもた
らし、大きな信頼を世界中から得られた
反キリストの裏話です。

同じく3節で、「その獣は神をけがす名
で満ちており、七つの頭と十本の角を持っ
ていた」とあります。サタンにそっくりな、
七つの頭を持つ反キリストは、十本の角、
すなわち十人の王たちと共に働きます。
偶像をあがめ、真の神様を汚して、人々
の心を引き付けます。

　
4節で、「この女は紫と緋の衣を着ていて、

金と宝石と真珠とで身を飾り」という紫の
衣は、人々から尊ばれていることを表して
います。宝石で身を飾っていますから、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧して裕福なのです。莫大な経済
を生むことで、世界中の人々を喜ばせる
ことでしょう。

同じく4節では、「憎むべきものや自分
の不品行の汚れでいっぱいになった金の
杯を手に持っていた」という彼女の杯の中
身は、聖書に書かれている偶像礼拝であ
る姦淫や不品行、人殺しでいっぱいです。

　
5節で、彼女の名前が出てきます。そ

れは、「すべての淫婦と地の憎むべきもの
との母、大バビロン」です。神様に逆らう
象徴であるような「バベルの塔」は、世界
が一つの言葉であった時、ニムロデとい
う力ある人が先頭に立って、再び神罰で
ある洪水が起こっても、びくともしない塔
を建てようとしたのです。神様に逆らい、
忌むべき事が始まった根源がバベルです。

そのシヌアルの地バビロンが、「地の憎
むべきものとの母」なのです。異端宗教と
あらゆる罪の母です。ですから、これら
を生み出した場所を表しているのが「バビ
ロン」です。終わりの日のバビロンは、統
一された世界となりますから、「大バビロ
ン」という名となります。

います。聖書において、偶像礼拝は「姦
淫」と同じ意味を表しています。大淫婦は、
異端宗教やさまざまな宗教を通して、
人々を真の神様から遠ざけ、不従順に
よって間違った道を歩ませます。

2節では、「地の王たちは、この女と不
品行を行い、地に住む人々も、この女の
不品行のぶどう酒に酔ったのです」と御使
いがヨハネに話しています。このブドウ酒
については6節で、「私はこの女が、聖徒
たちの血とイエスの証人たちの血に酔っ
ているのを見た」ことで、ヨハネは理解が
できず非常に驚いています。

大淫婦の喜びと快感は、聖徒たちを殺
すことです。地の王たちもまた、大淫婦
と同じく、不品行と偶像礼拝を行い、聖
徒たちを殉教させることを楽しみとして、
その血に酔っているのです。

未来の預言①　
未来の預言②　
未来の預言③
未来の預言④
未来の預言⑤
未来の預言⑥
未来の預言⑦
未来の預言⑧
未来の預言⑨
未来の預言⑩

天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）
天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）
ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）
ダニエル書の七十週の学び（ダニエル9:24～27）
大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）
第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）
第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）
第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）
第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）
第3の災い、第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿
（黙10:7～11:2）

しかし、バビロンはバビロンです。バ
ビロンはシュメール語であり、バベルは
ヘブライ語です。学者の中には、バベル
はアッカド語であると言う人もいます。聖
書に出てくる名は、バベルの塔が建てら
れる時までは、すべてヘブライ語でした。

創世記11章1節から9節で、バベルの
塔が建設されている時、人々は一つの言
葉を使い、人々は思いを一つにして自分
たちの思うことをしようとしました。神様
はそれをご覧になって、人々を全地に散
らすようにし、人々に多くの種類の言葉を
送り込み、言葉を混乱させてしまいまし
た。神様が人間を全地に散らしてから、
聖書の中には、いろいろな地名や名前が
出てきます。

七つの頭と十本の角
黙示録17章6節と7節、「そして、私

はこの女が、聖徒たちの血とイエスの証
人たちの血に酔っているのを見た。私は
この女を見たとき、非常に驚いた。する
と、御使いは私にこう言った。『なぜ驚く
のですか。私は、あなたに、この女の秘
義と、この女を乗せた、七つの頭と十本
の角とを持つ獣の秘義とを話してあげま
しょう』」

6節で、「私はこの女が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に酔っているのを
見た。私はこの女を見たとき、非常に驚
いた」とヨハネは言っています。神様に仕
える人々を、数え切れないほど殉教させ
て、その血に酔っている淫婦の姿を見た
ことで、ヨハネは驚いていたのでした。イ
ザヤ書49章26節に、「わたしは、あなた
をしいたげる者に、彼ら自身の肉を食ら
わせる。彼らは甘いぶどう酒に酔うように、
自分自身の血に酔う」と書かれていますが、
古代のしきたりの中に、酒と血を飲んで
酔いどれるということがあったようです。

7節では、「御使いは私にこう言った。
『なぜ驚くのですか。私は、あなたに、こ
の女の秘義と、この女を乗せた、七つの
頭と十本の角とを持つ獣の秘義とを話し
てあげましょう』」と、御使いはヨハネに
言っています。統一された宗教は、協議
会のような組織によって、世界を支配し
ている女と反キリストの秘儀が、御使い
によって知らされています。

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と、御使いがヨハネに語っています。この
箇所は、異端宗教に関わっている女の大
きな都、大バビロンだということが分かり
ます。

8節、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます。そして彼は、ついに
は滅びます。地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」

8節で、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます」

同じく8節で、女を乗せた緋色の獣が、
「昔いたが、今はいない獣です」と言って
います。このみことばについては、神学
者によって、いろいろな解釈があります。
一つは、黙示録11章の二人の証人の時
にはいましたが、人々が二人の証人の死
と復活によって、世界が神をあがめるよ
うになりました。そのため、獣である反
キリストは、戦いに倒れて死にます。その

「今はいない」と思っていた者が、底知れ
ぬ所から上ってくるのだという見解です。
ハデスに一時、下っていた反キリストが
生き返って戻ってくることを語っているの
だと思われます。

別の考えでは、昔からいたバビロンの
霊ですが、その霊を持つ人間として現れ
るのは、ヨハネの黙示録が書かれた時に
はいないので、「今はいません」という見
解です。

また、ローマ皇帝ネロを反キリストと
考える神学者たちは、黙示録が書かれた
時には、すでにネロは死んでいるので、
生き返って反キリストとなって活躍し、
人々が驚くという考えです。しかし、ネロ
の頭は一つでしたから、七つの頭を持つ
獣とは関係ないと考えられます。

8節で、「そして彼は、ついには滅びま
す」と、彼の滅びることは、すでに定めら
れています。「地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」。黙示録13章8節でも書かれてい
たように、反キリストは全知全能の神様
によって、世の初めから、真の神様に従
わなかったことが分かっており、小羊の
いのちの書に名が記されていない者は、
反キリストが生き返ったので、驚きます。

次号で、「七つの頭と十本の角」につい
て学びます。

「しかし、兄弟たち。あなたがたは暗や
みの中にはいないのですから、その日が、
盗人のようにあなたがたを襲うことはあり
ません。あなたがたはみな、光の子ども、
昼の子どもだからです。私たちは、夜や
暗やみの者ではありません」

(Ⅰテサ5:4～5)

光の子どもである私たちは、トンネル
の先に光が見えています。再臨される主
を待ち望みつつ、主と共に歩んでまいり
ましょう。

二人の証人（黙11:3～5）
二人の証人の復活（黙11:6～13）
大患難時代7年間の中間の時（黙11:14～12:5）
反キリストの迫害に追われたイスラエルの民の逃亡場所（黙12:6～18）
獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成（黙13:1～10）
主が来られる日に備えて（黙13:11～18）
御国の到来までの「七つの布告」（黙14:1～20）
神の激しい御怒り「七つの鉢」の裁きが始まる（黙15:1～16:11）
イスラエルの民を抹殺するためのハルマゲドン会議（黙16:12～16）
第七の鉢で最後の御怒りが注がれる―「事は成就した」（黙16:17～21）

未来の預言⑪
未来の預言⑫
未来の預言⑬
未来の預言⑭
未来の預言⑮
未来の預言⑯
未来の預言⑰
未来の預言⑱
未来の預言⑲
未来の預言⑳
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ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章
1節から2節、「また、七つの鉢を持つ七
人の御使いのひとりが来て、私に話して、
こう言った。『ここに来なさい。大水の上
にすわっている大淫婦へのさばきを見せ
ましょう。地の王たちは、この女と不品
行を行い、地に住む人々も、この女の不
品行のぶどう酒に酔ったのです』」

1節で、「ここに来なさい。大水の上に
すわっている大淫婦へのさばきを見せま
しょう」と、七つの鉢を持つ七人の御使い
のうちの一人が来て言っています。
15節では、「あなたが見た水、すなわ

ち淫婦がすわっている所は、もろもろの
民族、群衆、国民、国語です」と言って
おり、それは世界中の人々、「異邦人」を
指しています。大淫婦というのは、異端
宗教に関わっている者たちのことを指して

今号から、第三の幻の大バビロン
について学んでまいりましょう。

第三の幻
（新改訳第三版使用）
17章と18章では、大患難時代の7年

間の前半と後半に起こっている、世界情
勢の裏話のような形で、大バビロンにつ
いて語っています。

旧約聖書に書かれている
大淫婦
この大淫婦については、旧約聖書のゼ
カリヤ書5章5節から8節でこのように預
言されています。

ゼカリヤ書5章5節から8節、「私と話
していた御使いが出て来て、私に言った。

『目を上げて、この出て行く物が何かを見
よ。』私が、『それは何ですか』と尋ねると、
彼は言った。『これは、出て行くエパ枡
だ。』そして言った。『これは、全地にある
彼らの罪だ。』見よ。鉛のふたが持ち上げ
られ、エパ枡の中にひとりの女がすわっ
ていた。彼は、『これは罪悪だ』と言って、
その女をエパ枡の中に閉じ込め、その口
の上に鉛の重しをかぶせた」

6節で、ゼカリヤが御使いに出ていく
物を見て、「それは何ですか」と尋ねてい
ます。「これは、出て行くエパ枡だ」そし
て、「これは、全地にある彼らの罪だ」と
御使いが答えています。
　

ゼカリヤ書5章9節から11節、「それ
から、私が目を上げて見ると、なんと、
ふたりの女が出て来た。その翼は風をは
らんでいた。彼女たちには、こうのとりの
翼のような翼があり、彼女たちは、あの
エパ枡を地と天との間に持ち上げた。そ
こで私は、私と話していた御使いに尋ね
た。『あの者たちは、エパ枡をどこへ持っ
て行くのですか。』彼は私に言った。『シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ』」

10節では、ゼカリヤが二人の女がエパ
枡を持ち上げたのを見て、「あの者たちは、
エパ枡をどこへ持って行くのですか」と質
問しています。その答えは、11節で、「シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ」ということです。シヌアルの
地は、創世記11章に書かれているバベ
ルの塔が建てられた、バビロンのある所
です。「あの女のために神殿を建てる」と

レビ記19章36節では、「正しいてんびん、
正しい重り石、正しいエパ、正しいヒン
を使わなければならない。わたしは、あ
なたがたをエジプトの地から連れ出した、
あなたがたの神、主である」と記されてい
ます。エパ枡は「経済」を表しています。
ゼカリヤ書5章7節で、「鉛のふたが持

ち上げられ、エパ枡の中にひとりの女が
すわっていた」とあります。しかし御使い
が「これは罪悪だ」（8節）と指摘し、正し
いエパ枡ではなかったことが分かり、ま
た、このエパ桝の鉛にふたが付いている
ことから、偽りの量りを使っていることが
分かります。その中に座っている女とは、
世界経済と関係しているのでしょう。
これは、偶像礼拝に関わる淫婦が、欲
に目がくらんでいることを表していると考
えられます。8節で御使いが、「『これは
罪悪だ』と言って、その女をエパ枡の中に
閉じ込め、その口の上に鉛の重しをかぶ
せた」とあります。邪悪なビジネスと偶像
礼拝が最も激しくなるのが、大患難時代
の前半の大バビロンです。

言っていることで、この女が経済だけで
はなく、宗教にも関わっている大バビロ
ンの淫婦であると預言していることが分か
ります。
「それが整うと、そこの台の上に安置す
るためだ」と、未来の事を表しているので
す。エパ枡と神殿が一つになっていること
で、経済と宗教の本拠地を示していると
考えられます。　　
未来に現れる大バビロンは、大患難時

代の前半は経済と宗教の本拠地となりま
す。そして、大患難時代の後半では、バ
ビロンは経済の本拠地となり、宗教の本
拠地は「エルサレム」となります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節で、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」
これは、大患難時代後半に入った時に
起こることです。すべて、礼拝されるもの
に反抗しますから、大患難時代後半の3
年半は、反キリストによって宗教の自由
が世界から取り除かれます。そして、第
三神殿の宮の中に座を設け、自分こそ神
であると宣言し、人々が反キリストとその
像を拝むように強制します。この時から、
エルサレムが宗教の本拠地となるのです。

大淫婦の名と獣
黙示録17章3節から5節、「それから、

御使いは、御霊に感じた私を荒野に連れ
て行った。すると私は、ひとりの女が緋

色の獣に乗っているのを見た。その獣は
神をけがす名で満ちており、七つの頭と
十本の角を持っていた。この女は紫と緋
の衣を着ていて、金と宝石と真珠とで身
を飾り、憎むべきものや自分の不品行の
汚れでいっぱいになった金の杯を手に
持っていた。その額には、意味の秘めら
れた名が書かれていた。すなわち、『すべ
ての淫婦と地の憎むべきものとの母、大
バビロン』という名であった」

3節で、「ひとりの女が緋色の獣に乗っ
ているのを見た」とヨハネは言っています。
淫婦の乗っている緋色の獣は、黙示録13
章に出て来る獣、すなわち反キリストのこ
とです。これは大患難時代の前半で、異
端宗教を利用して、偽の世界平和をもた
らし、大きな信頼を世界中から得られた
反キリストの裏話です。
同じく3節で、「その獣は神をけがす名

で満ちており、七つの頭と十本の角を持っ
ていた」とあります。サタンにそっくりな、
七つの頭を持つ反キリストは、十本の角、
すなわち十人の王たちと共に働きます。
偶像をあがめ、真の神様を汚して、人々
の心を引き付けます。
　
4節で、「この女は紫と緋の衣を着ていて、

金と宝石と真珠とで身を飾り」という紫の
衣は、人々から尊ばれていることを表して
います。宝石で身を飾っていますから、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧して裕福なのです。莫大な経済
を生むことで、世界中の人々を喜ばせる
ことでしょう。

同じく4節では、「憎むべきものや自分
の不品行の汚れでいっぱいになった金の
杯を手に持っていた」という彼女の杯の中
身は、聖書に書かれている偶像礼拝であ
る姦淫や不品行、人殺しでいっぱいです。
　
5節で、彼女の名前が出てきます。そ

れは、「すべての淫婦と地の憎むべきもの
との母、大バビロン」です。神様に逆らう
象徴であるような「バベルの塔」は、世界
が一つの言葉であった時、ニムロデとい
う力ある人が先頭に立って、再び神罰で
ある洪水が起こっても、びくともしない塔
を建てようとしたのです。神様に逆らい、
忌むべき事が始まった根源がバベルです。

そのシヌアルの地バビロンが、「地の憎
むべきものとの母」なのです。異端宗教と
あらゆる罪の母です。ですから、これら
を生み出した場所を表しているのが「バビ
ロン」です。終わりの日のバビロンは、統
一された世界となりますから、「大バビロ
ン」という名となります。

います。聖書において、偶像礼拝は「姦
淫」と同じ意味を表しています。大淫婦は、
異端宗教やさまざまな宗教を通して、
人々を真の神様から遠ざけ、不従順に
よって間違った道を歩ませます。

2節では、「地の王たちは、この女と不
品行を行い、地に住む人々も、この女の
不品行のぶどう酒に酔ったのです」と御使
いがヨハネに話しています。このブドウ酒
については6節で、「私はこの女が、聖徒
たちの血とイエスの証人たちの血に酔っ
ているのを見た」ことで、ヨハネは理解が
できず非常に驚いています。
大淫婦の喜びと快感は、聖徒たちを殺

すことです。地の王たちもまた、大淫婦
と同じく、不品行と偶像礼拝を行い、聖
徒たちを殉教させることを楽しみとして、
その血に酔っているのです。

しかし、バビロンはバビロンです。バ
ビロンはシュメール語であり、バベルは
ヘブライ語です。学者の中には、バベル
はアッカド語であると言う人もいます。聖
書に出てくる名は、バベルの塔が建てら
れる時までは、すべてヘブライ語でした。

創世記11章1節から9節で、バベルの
塔が建設されている時、人々は一つの言
葉を使い、人々は思いを一つにして自分
たちの思うことをしようとしました。神様
はそれをご覧になって、人々を全地に散
らすようにし、人々に多くの種類の言葉を
送り込み、言葉を混乱させてしまいまし
た。神様が人間を全地に散らしてから、
聖書の中には、いろいろな地名や名前が
出てきます。

七つの頭と十本の角
黙示録17章6節と7節、「そして、私

はこの女が、聖徒たちの血とイエスの証
人たちの血に酔っているのを見た。私は
この女を見たとき、非常に驚いた。する
と、御使いは私にこう言った。『なぜ驚く
のですか。私は、あなたに、この女の秘
義と、この女を乗せた、七つの頭と十本
の角とを持つ獣の秘義とを話してあげま
しょう』」

6節で、「私はこの女が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に酔っているのを
見た。私はこの女を見たとき、非常に驚
いた」とヨハネは言っています。神様に仕
える人々を、数え切れないほど殉教させ
て、その血に酔っている淫婦の姿を見た
ことで、ヨハネは驚いていたのでした。イ
ザヤ書49章26節に、「わたしは、あなた
をしいたげる者に、彼ら自身の肉を食ら
わせる。彼らは甘いぶどう酒に酔うように、
自分自身の血に酔う」と書かれていますが、
古代のしきたりの中に、酒と血を飲んで
酔いどれるということがあったようです。

7節では、「御使いは私にこう言った。
『なぜ驚くのですか。私は、あなたに、こ
の女の秘義と、この女を乗せた、七つの
頭と十本の角とを持つ獣の秘義とを話し
てあげましょう』」と、御使いはヨハネに
言っています。統一された宗教は、協議
会のような組織によって、世界を支配し
ている女と反キリストの秘儀が、御使い
によって知らされています。
18節、「あなたが見たあの女は、地上

の王たちを支配する大きな都のことです」
と、御使いがヨハネに語っています。この
箇所は、異端宗教に関わっている女の大
きな都、大バビロンだということが分かり
ます。

8節、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます。そして彼は、ついに
は滅びます。地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」

8節で、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます」
同じく8節で、女を乗せた緋色の獣が、

「昔いたが、今はいない獣です」と言って
います。このみことばについては、神学
者によって、いろいろな解釈があります。
一つは、黙示録11章の二人の証人の時
にはいましたが、人々が二人の証人の死
と復活によって、世界が神をあがめるよ
うになりました。そのため、獣である反
キリストは、戦いに倒れて死にます。その
「今はいない」と思っていた者が、底知れ
ぬ所から上ってくるのだという見解です。
ハデスに一時、下っていた反キリストが
生き返って戻ってくることを語っているの
だと思われます。

別の考えでは、昔からいたバビロンの
霊ですが、その霊を持つ人間として現れ
るのは、ヨハネの黙示録が書かれた時に
はいないので、「今はいません」という見
解です。
また、ローマ皇帝ネロを反キリストと
考える神学者たちは、黙示録が書かれた
時には、すでにネロは死んでいるので、
生き返って反キリストとなって活躍し、
人々が驚くという考えです。しかし、ネロ
の頭は一つでしたから、七つの頭を持つ
獣とは関係ないと考えられます。

8節で、「そして彼は、ついには滅びま
す」と、彼の滅びることは、すでに定めら
れています。「地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」。黙示録13章8節でも書かれてい
たように、反キリストは全知全能の神様
によって、世の初めから、真の神様に従
わなかったことが分かっており、小羊の
いのちの書に名が記されていない者は、
反キリストが生き返ったので、驚きます。

次号で、「七つの頭と十本の角」につい
て学びます。

「しかし、兄弟たち。あなたがたは暗や
みの中にはいないのですから、その日が、
盗人のようにあなたがたを襲うことはあり
ません。あなたがたはみな、光の子ども、
昼の子どもだからです。私たちは、夜や
暗やみの者ではありません」

(Ⅰテサ5:4～5)

光の子どもである私たちは、トンネル
の先に光が見えています。再臨される主
を待ち望みつつ、主と共に歩んでまいり
ましょう。

(C)rezatayebi.cgsociety.org

(C)FreeBibleImages
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ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章
1節から2節、「また、七つの鉢を持つ七
人の御使いのひとりが来て、私に話して、
こう言った。『ここに来なさい。大水の上
にすわっている大淫婦へのさばきを見せ
ましょう。地の王たちは、この女と不品
行を行い、地に住む人々も、この女の不
品行のぶどう酒に酔ったのです』」

1節で、「ここに来なさい。大水の上に
すわっている大淫婦へのさばきを見せま
しょう」と、七つの鉢を持つ七人の御使い
のうちの一人が来て言っています。
15節では、「あなたが見た水、すなわ

ち淫婦がすわっている所は、もろもろの
民族、群衆、国民、国語です」と言って
おり、それは世界中の人々、「異邦人」を
指しています。大淫婦というのは、異端
宗教に関わっている者たちのことを指して

今号から、第三の幻の大バビロン
について学んでまいりましょう。

第三の幻
（新改訳第三版使用）
17章と18章では、大患難時代の7年
間の前半と後半に起こっている、世界情
勢の裏話のような形で、大バビロンにつ
いて語っています。

旧約聖書に書かれている
大淫婦
この大淫婦については、旧約聖書のゼ
カリヤ書5章5節から8節でこのように預
言されています。

ゼカリヤ書5章5節から8節、「私と話
していた御使いが出て来て、私に言った。

『目を上げて、この出て行く物が何かを見
よ。』私が、『それは何ですか』と尋ねると、
彼は言った。『これは、出て行くエパ枡
だ。』そして言った。『これは、全地にある
彼らの罪だ。』見よ。鉛のふたが持ち上げ
られ、エパ枡の中にひとりの女がすわっ
ていた。彼は、『これは罪悪だ』と言って、
その女をエパ枡の中に閉じ込め、その口
の上に鉛の重しをかぶせた」

6節で、ゼカリヤが御使いに出ていく
物を見て、「それは何ですか」と尋ねてい
ます。「これは、出て行くエパ枡だ」そし
て、「これは、全地にある彼らの罪だ」と
御使いが答えています。
　

ゼカリヤ書5章9節から11節、「それ
から、私が目を上げて見ると、なんと、
ふたりの女が出て来た。その翼は風をは
らんでいた。彼女たちには、こうのとりの
翼のような翼があり、彼女たちは、あの
エパ枡を地と天との間に持ち上げた。そ
こで私は、私と話していた御使いに尋ね
た。『あの者たちは、エパ枡をどこへ持っ
て行くのですか。』彼は私に言った。『シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ』」

10節では、ゼカリヤが二人の女がエパ
枡を持ち上げたのを見て、「あの者たちは、
エパ枡をどこへ持って行くのですか」と質
問しています。その答えは、11節で、「シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ」ということです。シヌアルの
地は、創世記11章に書かれているバベ
ルの塔が建てられた、バビロンのある所
です。「あの女のために神殿を建てる」と

レビ記19章36節では、「正しいてんびん、
正しい重り石、正しいエパ、正しいヒン
を使わなければならない。わたしは、あ
なたがたをエジプトの地から連れ出した、
あなたがたの神、主である」と記されてい
ます。エパ枡は「経済」を表しています。
ゼカリヤ書5章7節で、「鉛のふたが持

ち上げられ、エパ枡の中にひとりの女が
すわっていた」とあります。しかし御使い
が「これは罪悪だ」（8節）と指摘し、正し
いエパ枡ではなかったことが分かり、ま
た、このエパ桝の鉛にふたが付いている
ことから、偽りの量りを使っていることが
分かります。その中に座っている女とは、
世界経済と関係しているのでしょう。
これは、偶像礼拝に関わる淫婦が、欲
に目がくらんでいることを表していると考
えられます。8節で御使いが、「『これは
罪悪だ』と言って、その女をエパ枡の中に
閉じ込め、その口の上に鉛の重しをかぶ
せた」とあります。邪悪なビジネスと偶像
礼拝が最も激しくなるのが、大患難時代
の前半の大バビロンです。

言っていることで、この女が経済だけで
はなく、宗教にも関わっている大バビロ
ンの淫婦であると預言していることが分か
ります。
「それが整うと、そこの台の上に安置す
るためだ」と、未来の事を表しているので
す。エパ枡と神殿が一つになっていること
で、経済と宗教の本拠地を示していると
考えられます。　　
未来に現れる大バビロンは、大患難時
代の前半は経済と宗教の本拠地となりま
す。そして、大患難時代の後半では、バ
ビロンは経済の本拠地となり、宗教の本
拠地は「エルサレム」となります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節で、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」
これは、大患難時代後半に入った時に
起こることです。すべて、礼拝されるもの
に反抗しますから、大患難時代後半の3
年半は、反キリストによって宗教の自由
が世界から取り除かれます。そして、第
三神殿の宮の中に座を設け、自分こそ神
であると宣言し、人々が反キリストとその
像を拝むように強制します。この時から、
エルサレムが宗教の本拠地となるのです。

大淫婦の名と獣
黙示録17章3節から5節、「それから、

御使いは、御霊に感じた私を荒野に連れ
て行った。すると私は、ひとりの女が緋

色の獣に乗っているのを見た。その獣は
神をけがす名で満ちており、七つの頭と
十本の角を持っていた。この女は紫と緋
の衣を着ていて、金と宝石と真珠とで身
を飾り、憎むべきものや自分の不品行の
汚れでいっぱいになった金の杯を手に
持っていた。その額には、意味の秘めら
れた名が書かれていた。すなわち、『すべ
ての淫婦と地の憎むべきものとの母、大
バビロン』という名であった」

3節で、「ひとりの女が緋色の獣に乗っ
ているのを見た」とヨハネは言っています。
淫婦の乗っている緋色の獣は、黙示録13
章に出て来る獣、すなわち反キリストのこ
とです。これは大患難時代の前半で、異
端宗教を利用して、偽の世界平和をもた
らし、大きな信頼を世界中から得られた
反キリストの裏話です。
同じく3節で、「その獣は神をけがす名

で満ちており、七つの頭と十本の角を持っ
ていた」とあります。サタンにそっくりな、
七つの頭を持つ反キリストは、十本の角、
すなわち十人の王たちと共に働きます。
偶像をあがめ、真の神様を汚して、人々
の心を引き付けます。
　
4節で、「この女は紫と緋の衣を着ていて、
金と宝石と真珠とで身を飾り」という紫の
衣は、人々から尊ばれていることを表して
います。宝石で身を飾っていますから、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧して裕福なのです。莫大な経済
を生むことで、世界中の人々を喜ばせる
ことでしょう。

同じく4節では、「憎むべきものや自分
の不品行の汚れでいっぱいになった金の
杯を手に持っていた」という彼女の杯の中
身は、聖書に書かれている偶像礼拝であ
る姦淫や不品行、人殺しでいっぱいです。
　
5節で、彼女の名前が出てきます。そ

れは、「すべての淫婦と地の憎むべきもの
との母、大バビロン」です。神様に逆らう
象徴であるような「バベルの塔」は、世界
が一つの言葉であった時、ニムロデとい
う力ある人が先頭に立って、再び神罰で
ある洪水が起こっても、びくともしない塔
を建てようとしたのです。神様に逆らい、
忌むべき事が始まった根源がバベルです。

そのシヌアルの地バビロンが、「地の憎
むべきものとの母」なのです。異端宗教と
あらゆる罪の母です。ですから、これら
を生み出した場所を表しているのが「バビ
ロン」です。終わりの日のバビロンは、統
一された世界となりますから、「大バビロ
ン」という名となります。

います。聖書において、偶像礼拝は「姦
淫」と同じ意味を表しています。大淫婦は、
異端宗教やさまざまな宗教を通して、
人々を真の神様から遠ざけ、不従順に
よって間違った道を歩ませます。

2節では、「地の王たちは、この女と不
品行を行い、地に住む人々も、この女の
不品行のぶどう酒に酔ったのです」と御使
いがヨハネに話しています。このブドウ酒
については6節で、「私はこの女が、聖徒
たちの血とイエスの証人たちの血に酔っ
ているのを見た」ことで、ヨハネは理解が
できず非常に驚いています。
大淫婦の喜びと快感は、聖徒たちを殺

すことです。地の王たちもまた、大淫婦
と同じく、不品行と偶像礼拝を行い、聖
徒たちを殉教させることを楽しみとして、
その血に酔っているのです。

しかし、バビロンはバビロンです。バ
ビロンはシュメール語であり、バベルは
ヘブライ語です。学者の中には、バベル
はアッカド語であると言う人もいます。聖
書に出てくる名は、バベルの塔が建てら
れる時までは、すべてヘブライ語でした。

創世記11章1節から9節で、バベルの
塔が建設されている時、人々は一つの言
葉を使い、人々は思いを一つにして自分
たちの思うことをしようとしました。神様
はそれをご覧になって、人々を全地に散
らすようにし、人々に多くの種類の言葉を
送り込み、言葉を混乱させてしまいまし
た。神様が人間を全地に散らしてから、
聖書の中には、いろいろな地名や名前が
出てきます。

七つの頭と十本の角
黙示録17章6節と7節、「そして、私

はこの女が、聖徒たちの血とイエスの証
人たちの血に酔っているのを見た。私は
この女を見たとき、非常に驚いた。する
と、御使いは私にこう言った。『なぜ驚く
のですか。私は、あなたに、この女の秘
義と、この女を乗せた、七つの頭と十本
の角とを持つ獣の秘義とを話してあげま
しょう』」

6節で、「私はこの女が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に酔っているのを
見た。私はこの女を見たとき、非常に驚
いた」とヨハネは言っています。神様に仕
える人々を、数え切れないほど殉教させ
て、その血に酔っている淫婦の姿を見た
ことで、ヨハネは驚いていたのでした。イ
ザヤ書49章26節に、「わたしは、あなた
をしいたげる者に、彼ら自身の肉を食ら
わせる。彼らは甘いぶどう酒に酔うように、
自分自身の血に酔う」と書かれていますが、
古代のしきたりの中に、酒と血を飲んで
酔いどれるということがあったようです。

7節では、「御使いは私にこう言った。
『なぜ驚くのですか。私は、あなたに、こ
の女の秘義と、この女を乗せた、七つの
頭と十本の角とを持つ獣の秘義とを話し
てあげましょう』」と、御使いはヨハネに
言っています。統一された宗教は、協議
会のような組織によって、世界を支配し
ている女と反キリストの秘儀が、御使い
によって知らされています。
18節、「あなたが見たあの女は、地上

の王たちを支配する大きな都のことです」
と、御使いがヨハネに語っています。この
箇所は、異端宗教に関わっている女の大
きな都、大バビロンだということが分かり
ます。

8節、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます。そして彼は、ついに
は滅びます。地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」

8節で、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます」
同じく8節で、女を乗せた緋色の獣が、

「昔いたが、今はいない獣です」と言って
います。このみことばについては、神学
者によって、いろいろな解釈があります。
一つは、黙示録11章の二人の証人の時
にはいましたが、人々が二人の証人の死
と復活によって、世界が神をあがめるよ
うになりました。そのため、獣である反
キリストは、戦いに倒れて死にます。その
「今はいない」と思っていた者が、底知れ
ぬ所から上ってくるのだという見解です。
ハデスに一時、下っていた反キリストが
生き返って戻ってくることを語っているの
だと思われます。

別の考えでは、昔からいたバビロンの
霊ですが、その霊を持つ人間として現れ
るのは、ヨハネの黙示録が書かれた時に
はいないので、「今はいません」という見
解です。
また、ローマ皇帝ネロを反キリストと
考える神学者たちは、黙示録が書かれた
時には、すでにネロは死んでいるので、
生き返って反キリストとなって活躍し、
人々が驚くという考えです。しかし、ネロ
の頭は一つでしたから、七つの頭を持つ
獣とは関係ないと考えられます。

8節で、「そして彼は、ついには滅びま
す」と、彼の滅びることは、すでに定めら
れています。「地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」。黙示録13章8節でも書かれてい
たように、反キリストは全知全能の神様
によって、世の初めから、真の神様に従
わなかったことが分かっており、小羊の
いのちの書に名が記されていない者は、
反キリストが生き返ったので、驚きます。

次号で、「七つの頭と十本の角」につい
て学びます。

「しかし、兄弟たち。あなたがたは暗や
みの中にはいないのですから、その日が、
盗人のようにあなたがたを襲うことはあり
ません。あなたがたはみな、光の子ども、
昼の子どもだからです。私たちは、夜や
暗やみの者ではありません」

(Ⅰテサ5:4～5)

光の子どもである私たちは、トンネル
の先に光が見えています。再臨される主
を待ち望みつつ、主と共に歩んでまいり
ましょう。

(C)rezatayebi.cgsociety.org

(C)FreeBibleImages
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テサロニケ人への手紙 第一5章5節
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与えられる「神のビジョン」を
受け取る
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ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章
1節から2節、「また、七つの鉢を持つ七
人の御使いのひとりが来て、私に話して、
こう言った。『ここに来なさい。大水の上
にすわっている大淫婦へのさばきを見せ
ましょう。地の王たちは、この女と不品
行を行い、地に住む人々も、この女の不
品行のぶどう酒に酔ったのです』」

1節で、「ここに来なさい。大水の上に
すわっている大淫婦へのさばきを見せま
しょう」と、七つの鉢を持つ七人の御使い
のうちの一人が来て言っています。

15節では、「あなたが見た水、すなわ
ち淫婦がすわっている所は、もろもろの
民族、群衆、国民、国語です」と言って
おり、それは世界中の人々、「異邦人」を
指しています。大淫婦というのは、異端
宗教に関わっている者たちのことを指して

今号から、第三の幻の大バビロン
について学んでまいりましょう。

第三の幻
（新改訳第三版使用）

17章と18章では、大患難時代の7年
間の前半と後半に起こっている、世界情
勢の裏話のような形で、大バビロンにつ
いて語っています。

旧約聖書に書かれている
大淫婦

この大淫婦については、旧約聖書のゼ
カリヤ書5章5節から8節でこのように預
言されています。

ゼカリヤ書5章5節から8節、「私と話
していた御使いが出て来て、私に言った。

『目を上げて、この出て行く物が何かを見
よ。』私が、『それは何ですか』と尋ねると、
彼は言った。『これは、出て行くエパ枡
だ。』そして言った。『これは、全地にある
彼らの罪だ。』見よ。鉛のふたが持ち上げ
られ、エパ枡の中にひとりの女がすわっ
ていた。彼は、『これは罪悪だ』と言って、
その女をエパ枡の中に閉じ込め、その口
の上に鉛の重しをかぶせた」

6節で、ゼカリヤが御使いに出ていく
物を見て、「それは何ですか」と尋ねてい
ます。「これは、出て行くエパ枡だ」そし
て、「これは、全地にある彼らの罪だ」と
御使いが答えています。

　

ゼカリヤ書5章9節から11節、「それ
から、私が目を上げて見ると、なんと、
ふたりの女が出て来た。その翼は風をは
らんでいた。彼女たちには、こうのとりの
翼のような翼があり、彼女たちは、あの
エパ枡を地と天との間に持ち上げた。そ
こで私は、私と話していた御使いに尋ね
た。『あの者たちは、エパ枡をどこへ持っ
て行くのですか。』彼は私に言った。『シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ』」

10節では、ゼカリヤが二人の女がエパ
枡を持ち上げたのを見て、「あの者たちは、
エパ枡をどこへ持って行くのですか」と質
問しています。その答えは、11節で、「シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ」ということです。シヌアルの
地は、創世記11章に書かれているバベ
ルの塔が建てられた、バビロンのある所
です。「あの女のために神殿を建てる」と

レビ記19章36節では、「正しいてんびん、
正しい重り石、正しいエパ、正しいヒン
を使わなければならない。わたしは、あ
なたがたをエジプトの地から連れ出した、
あなたがたの神、主である」と記されてい
ます。エパ枡は「経済」を表しています。

ゼカリヤ書5章7節で、「鉛のふたが持
ち上げられ、エパ枡の中にひとりの女が
すわっていた」とあります。しかし御使い
が「これは罪悪だ」（8節）と指摘し、正し
いエパ枡ではなかったことが分かり、ま
た、このエパ桝の鉛にふたが付いている
ことから、偽りの量りを使っていることが
分かります。その中に座っている女とは、
世界経済と関係しているのでしょう。

これは、偶像礼拝に関わる淫婦が、欲
に目がくらんでいることを表していると考
えられます。8節で御使いが、「『これは
罪悪だ』と言って、その女をエパ枡の中に
閉じ込め、その口の上に鉛の重しをかぶ
せた」とあります。邪悪なビジネスと偶像
礼拝が最も激しくなるのが、大患難時代
の前半の大バビロンです。

2022年11月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

主の尊い御名を賛美します。

10月18日、栄子・スティーブンス先生が、約3 年ぶりに来日しました。皆様の尊い祈りと主にある愛によって、

来日が実現しましたことを心より感謝申し上げます。今回の来日は、ご主人のビル・スティーブンス氏が天に召さ

れてから間もない来日となり、関西の実家の関係者の方 と々の互いの慰めと励ましの時をもっておられます。

また、オメガの理事各関係者の方 と々のお交わりや教会訪問を行います。この数年でコロナ禍も含め、世界情勢は

激しい動向を見せています。ますます必要性が増し続けている、イスラエルを軸とした終末論の聖書の学びの重要性、

及びオメガに与えられている使命と役割を改めて共有し、2023 年からの活動ビジョンへの祈りの時をもつことを

計画しています。

先月は、栄子・スティーブンスの新刊『主の例祭からの考察』イスラエルの例祭を知ると「イエス・キリスト」

が見えてくるが、全国で発売を開始いたしました。ニュースレター読者の皆様には、オメガ出版を通して大変多く

の事前予約を頂き、感謝申し上げます。発売間もなく、1000冊の予約が完売し、今月からは全国のキリスト教書

店でもご購入いただけます。どうぞ引き続き、主が来られることを待ち望む祈りと希望の一冊となり、聖書を分かり

やすく学ぶためのテキストとしてもご活用いただけますよう覚えてお祈りいただますと幸いです。また、オメガホーム

ページより「栄子・スティーブンスによるヨハネの黙示録プレミアムセミナー」を聴く教材も、現在、１章ずつ更新

中です。日本中に、黙示録を聴く者の幸いがありますように引き続きお祈りください。

2023年以降のオメガツアーにつきましては、多くのお問合わせを頂いております。現在、来年の5月～6月の日程を

見込み、準備を進めています。11月11日より「第4回オメガツアー・栄子スティーブンス先生と行くイスラエル&

ヨルダン〔ペトラ〕10日間の旅・事前予約優待申込受付」を開始いたします（P8申込受付詳細あり）。どうぞお気軽

にご登録ください。詳細が決まり次第、日程・内容・費用等、事前にお知らせいたします。皆様と祈り、課題を共

有し、共にオメガツアーに与えられる神のビジョンを受け取り、ご再臨の現場となるヨルダン・ペトラ、イスラエ

ル・エルサレムを訪れ、主と共に歩き、事前に日本からの祈りを積み上げてまいりたいと思います。今回は、現地

での「栄子・スティーブンス先生によるオメガ・プレミアム・終末論セミナー」も予定しています。

今月も天にある大いなる神の栄光と神の愛と恵みが、皆様の上に、教会と地域の上に豊かに注がれますよう心より

お祈り申し上げます。

あなたがたはみな、光の子ども、昼の子どもだからです。

言っていることで、この女が経済だけで
はなく、宗教にも関わっている大バビロ
ンの淫婦であると預言していることが分か
ります。
「それが整うと、そこの台の上に安置す
るためだ」と、未来の事を表しているので
す。エパ枡と神殿が一つになっていること
で、経済と宗教の本拠地を示していると
考えられます。　　

未来に現れる大バビロンは、大患難時
代の前半は経済と宗教の本拠地となりま
す。そして、大患難時代の後半では、バ
ビロンは経済の本拠地となり、宗教の本
拠地は「エルサレム」となります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節で、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」

これは、大患難時代後半に入った時に
起こることです。すべて、礼拝されるもの
に反抗しますから、大患難時代後半の3
年半は、反キリストによって宗教の自由
が世界から取り除かれます。そして、第
三神殿の宮の中に座を設け、自分こそ神
であると宣言し、人々が反キリストとその
像を拝むように強制します。この時から、
エルサレムが宗教の本拠地となるのです。

大淫婦の名と獣
黙示録17章3節から5節、「それから、

御使いは、御霊に感じた私を荒野に連れ
て行った。すると私は、ひとりの女が緋

色の獣に乗っているのを見た。その獣は
神をけがす名で満ちており、七つの頭と
十本の角を持っていた。この女は紫と緋
の衣を着ていて、金と宝石と真珠とで身
を飾り、憎むべきものや自分の不品行の
汚れでいっぱいになった金の杯を手に
持っていた。その額には、意味の秘めら
れた名が書かれていた。すなわち、『すべ
ての淫婦と地の憎むべきものとの母、大
バビロン』という名であった」

3節で、「ひとりの女が緋色の獣に乗っ
ているのを見た」とヨハネは言っています。
淫婦の乗っている緋色の獣は、黙示録13
章に出て来る獣、すなわち反キリストのこ
とです。これは大患難時代の前半で、異
端宗教を利用して、偽の世界平和をもた
らし、大きな信頼を世界中から得られた
反キリストの裏話です。

同じく3節で、「その獣は神をけがす名
で満ちており、七つの頭と十本の角を持っ
ていた」とあります。サタンにそっくりな、
七つの頭を持つ反キリストは、十本の角、
すなわち十人の王たちと共に働きます。
偶像をあがめ、真の神様を汚して、人々
の心を引き付けます。

　
4節で、「この女は紫と緋の衣を着ていて、

金と宝石と真珠とで身を飾り」という紫の
衣は、人々から尊ばれていることを表して
います。宝石で身を飾っていますから、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧して裕福なのです。莫大な経済
を生むことで、世界中の人々を喜ばせる
ことでしょう。

同じく4節では、「憎むべきものや自分
の不品行の汚れでいっぱいになった金の
杯を手に持っていた」という彼女の杯の中
身は、聖書に書かれている偶像礼拝であ
る姦淫や不品行、人殺しでいっぱいです。

　
5節で、彼女の名前が出てきます。そ

れは、「すべての淫婦と地の憎むべきもの
との母、大バビロン」です。神様に逆らう
象徴であるような「バベルの塔」は、世界
が一つの言葉であった時、ニムロデとい
う力ある人が先頭に立って、再び神罰で
ある洪水が起こっても、びくともしない塔
を建てようとしたのです。神様に逆らい、
忌むべき事が始まった根源がバベルです。

そのシヌアルの地バビロンが、「地の憎
むべきものとの母」なのです。異端宗教と
あらゆる罪の母です。ですから、これら
を生み出した場所を表しているのが「バビ
ロン」です。終わりの日のバビロンは、統
一された世界となりますから、「大バビロ
ン」という名となります。

います。聖書において、偶像礼拝は「姦
淫」と同じ意味を表しています。大淫婦は、
異端宗教やさまざまな宗教を通して、
人々を真の神様から遠ざけ、不従順に
よって間違った道を歩ませます。

2節では、「地の王たちは、この女と不
品行を行い、地に住む人々も、この女の
不品行のぶどう酒に酔ったのです」と御使
いがヨハネに話しています。このブドウ酒
については6節で、「私はこの女が、聖徒
たちの血とイエスの証人たちの血に酔っ
ているのを見た」ことで、ヨハネは理解が
できず非常に驚いています。

大淫婦の喜びと快感は、聖徒たちを殺
すことです。地の王たちもまた、大淫婦
と同じく、不品行と偶像礼拝を行い、聖
徒たちを殉教させることを楽しみとして、
その血に酔っているのです。

しかし、バビロンはバビロンです。バ
ビロンはシュメール語であり、バベルは
ヘブライ語です。学者の中には、バベル
はアッカド語であると言う人もいます。聖
書に出てくる名は、バベルの塔が建てら
れる時までは、すべてヘブライ語でした。

創世記11章1節から9節で、バベルの
塔が建設されている時、人々は一つの言
葉を使い、人々は思いを一つにして自分
たちの思うことをしようとしました。神様
はそれをご覧になって、人々を全地に散
らすようにし、人々に多くの種類の言葉を
送り込み、言葉を混乱させてしまいまし
た。神様が人間を全地に散らしてから、
聖書の中には、いろいろな地名や名前が
出てきます。

七つの頭と十本の角
黙示録17章6節と7節、「そして、私

はこの女が、聖徒たちの血とイエスの証
人たちの血に酔っているのを見た。私は
この女を見たとき、非常に驚いた。する
と、御使いは私にこう言った。『なぜ驚く
のですか。私は、あなたに、この女の秘
義と、この女を乗せた、七つの頭と十本
の角とを持つ獣の秘義とを話してあげま
しょう』」

6節で、「私はこの女が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に酔っているのを
見た。私はこの女を見たとき、非常に驚
いた」とヨハネは言っています。神様に仕
える人々を、数え切れないほど殉教させ
て、その血に酔っている淫婦の姿を見た
ことで、ヨハネは驚いていたのでした。イ
ザヤ書49章26節に、「わたしは、あなた
をしいたげる者に、彼ら自身の肉を食ら
わせる。彼らは甘いぶどう酒に酔うように、
自分自身の血に酔う」と書かれていますが、
古代のしきたりの中に、酒と血を飲んで
酔いどれるということがあったようです。

7節では、「御使いは私にこう言った。
『なぜ驚くのですか。私は、あなたに、こ
の女の秘義と、この女を乗せた、七つの
頭と十本の角とを持つ獣の秘義とを話し
てあげましょう』」と、御使いはヨハネに
言っています。統一された宗教は、協議
会のような組織によって、世界を支配し
ている女と反キリストの秘儀が、御使い
によって知らされています。

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と、御使いがヨハネに語っています。この
箇所は、異端宗教に関わっている女の大
きな都、大バビロンだということが分かり
ます。

8節、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます。そして彼は、ついに
は滅びます。地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」

8節で、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます」

同じく8節で、女を乗せた緋色の獣が、
「昔いたが、今はいない獣です」と言って
います。このみことばについては、神学
者によって、いろいろな解釈があります。
一つは、黙示録11章の二人の証人の時
にはいましたが、人々が二人の証人の死
と復活によって、世界が神をあがめるよ
うになりました。そのため、獣である反
キリストは、戦いに倒れて死にます。その

「今はいない」と思っていた者が、底知れ
ぬ所から上ってくるのだという見解です。
ハデスに一時、下っていた反キリストが
生き返って戻ってくることを語っているの
だと思われます。

別の考えでは、昔からいたバビロンの
霊ですが、その霊を持つ人間として現れ
るのは、ヨハネの黙示録が書かれた時に
はいないので、「今はいません」という見
解です。

また、ローマ皇帝ネロを反キリストと
考える神学者たちは、黙示録が書かれた
時には、すでにネロは死んでいるので、
生き返って反キリストとなって活躍し、
人々が驚くという考えです。しかし、ネロ
の頭は一つでしたから、七つの頭を持つ
獣とは関係ないと考えられます。

8節で、「そして彼は、ついには滅びま
す」と、彼の滅びることは、すでに定めら
れています。「地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」。黙示録13章8節でも書かれてい
たように、反キリストは全知全能の神様
によって、世の初めから、真の神様に従
わなかったことが分かっており、小羊の
いのちの書に名が記されていない者は、
反キリストが生き返ったので、驚きます。

次号で、「七つの頭と十本の角」につい
て学びます。

「しかし、兄弟たち。あなたがたは暗や
みの中にはいないのですから、その日が、
盗人のようにあなたがたを襲うことはあり
ません。あなたがたはみな、光の子ども、
昼の子どもだからです。私たちは、夜や
暗やみの者ではありません」

(Ⅰテサ5:4～5)

光の子どもである私たちは、トンネル
の先に光が見えています。再臨される主
を待ち望みつつ、主と共に歩んでまいり
ましょう。
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ヨハネの黙示録（以下、黙示録）17章
1節から2節、「また、七つの鉢を持つ七
人の御使いのひとりが来て、私に話して、
こう言った。『ここに来なさい。大水の上
にすわっている大淫婦へのさばきを見せ
ましょう。地の王たちは、この女と不品
行を行い、地に住む人々も、この女の不
品行のぶどう酒に酔ったのです』」

1節で、「ここに来なさい。大水の上に
すわっている大淫婦へのさばきを見せま
しょう」と、七つの鉢を持つ七人の御使い
のうちの一人が来て言っています。

15節では、「あなたが見た水、すなわ
ち淫婦がすわっている所は、もろもろの
民族、群衆、国民、国語です」と言って
おり、それは世界中の人々、「異邦人」を
指しています。大淫婦というのは、異端
宗教に関わっている者たちのことを指して

今号から、第三の幻の大バビロン
について学んでまいりましょう。

第三の幻
（新改訳第三版使用）

17章と18章では、大患難時代の7年
間の前半と後半に起こっている、世界情
勢の裏話のような形で、大バビロンにつ
いて語っています。

旧約聖書に書かれている
大淫婦

この大淫婦については、旧約聖書のゼ
カリヤ書5章5節から8節でこのように預
言されています。

ゼカリヤ書5章5節から8節、「私と話
していた御使いが出て来て、私に言った。

『目を上げて、この出て行く物が何かを見
よ。』私が、『それは何ですか』と尋ねると、
彼は言った。『これは、出て行くエパ枡
だ。』そして言った。『これは、全地にある
彼らの罪だ。』見よ。鉛のふたが持ち上げ
られ、エパ枡の中にひとりの女がすわっ
ていた。彼は、『これは罪悪だ』と言って、
その女をエパ枡の中に閉じ込め、その口
の上に鉛の重しをかぶせた」

6節で、ゼカリヤが御使いに出ていく
物を見て、「それは何ですか」と尋ねてい
ます。「これは、出て行くエパ枡だ」そし
て、「これは、全地にある彼らの罪だ」と
御使いが答えています。

　

ゼカリヤ書5章9節から11節、「それ
から、私が目を上げて見ると、なんと、
ふたりの女が出て来た。その翼は風をは
らんでいた。彼女たちには、こうのとりの
翼のような翼があり、彼女たちは、あの
エパ枡を地と天との間に持ち上げた。そ
こで私は、私と話していた御使いに尋ね
た。『あの者たちは、エパ枡をどこへ持っ
て行くのですか。』彼は私に言った。『シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ』」

10節では、ゼカリヤが二人の女がエパ
枡を持ち上げたのを見て、「あの者たちは、
エパ枡をどこへ持って行くのですか」と質
問しています。その答えは、11節で、「シヌ
アルの地で、あの女のために神殿を建て
る。それが整うと、そこの台の上に安置
するためだ」ということです。シヌアルの
地は、創世記11章に書かれているバベ
ルの塔が建てられた、バビロンのある所
です。「あの女のために神殿を建てる」と

レビ記19章36節では、「正しいてんびん、
正しい重り石、正しいエパ、正しいヒン
を使わなければならない。わたしは、あ
なたがたをエジプトの地から連れ出した、
あなたがたの神、主である」と記されてい
ます。エパ枡は「経済」を表しています。

ゼカリヤ書5章7節で、「鉛のふたが持
ち上げられ、エパ枡の中にひとりの女が
すわっていた」とあります。しかし御使い
が「これは罪悪だ」（8節）と指摘し、正し
いエパ枡ではなかったことが分かり、ま
た、このエパ桝の鉛にふたが付いている
ことから、偽りの量りを使っていることが
分かります。その中に座っている女とは、
世界経済と関係しているのでしょう。

これは、偶像礼拝に関わる淫婦が、欲
に目がくらんでいることを表していると考
えられます。8節で御使いが、「『これは
罪悪だ』と言って、その女をエパ枡の中に
閉じ込め、その口の上に鉛の重しをかぶ
せた」とあります。邪悪なビジネスと偶像
礼拝が最も激しくなるのが、大患難時代
の前半の大バビロンです。

2022年11月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

主の尊い御名を賛美します。

10月18日、栄子・スティーブンス先生が、約3 年ぶりに来日しました。皆様の尊い祈りと主にある愛によって、

来日が実現しましたことを心より感謝申し上げます。今回の来日は、ご主人のビル・スティーブンス氏が天に召さ

れてから間もない来日となり、関西の実家の関係者の方 と々の互いの慰めと励ましの時をもっておられます。

また、オメガの理事各関係者の方 と々のお交わりや教会訪問を行います。この数年でコロナ禍も含め、世界情勢は

激しい動向を見せています。ますます必要性が増し続けている、イスラエルを軸とした終末論の聖書の学びの重要性、

及びオメガに与えられている使命と役割を改めて共有し、2023 年からの活動ビジョンへの祈りの時をもつことを

計画しています。

先月は、栄子・スティーブンスの新刊『主の例祭からの考察』イスラエルの例祭を知ると「イエス・キリスト」

が見えてくるが、全国で発売を開始いたしました。ニュースレター読者の皆様には、オメガ出版を通して大変多く

の事前予約を頂き、感謝申し上げます。発売間もなく、1000冊の予約が完売し、今月からは全国のキリスト教書

店でもご購入いただけます。どうぞ引き続き、主が来られることを待ち望む祈りと希望の一冊となり、聖書を分かり

やすく学ぶためのテキストとしてもご活用いただけますよう覚えてお祈りいただますと幸いです。また、オメガホーム

ページより「栄子・スティーブンスによるヨハネの黙示録プレミアムセミナー」を聴く教材も、現在、１章ずつ更新

中です。日本中に、黙示録を聴く者の幸いがありますように引き続きお祈りください。

2023年以降のオメガツアーにつきましては、多くのお問合わせを頂いております。現在、来年の5月～6月の日程を

見込み、準備を進めています。11月11日より「第4回オメガツアー・栄子スティーブンス先生と行くイスラエル&

ヨルダン〔ペトラ〕10日間の旅・事前予約優待申込受付」を開始いたします（P8申込受付詳細あり）。どうぞお気軽

にご登録ください。詳細が決まり次第、日程・内容・費用等、事前にお知らせいたします。皆様と祈り、課題を共

有し、共にオメガツアーに与えられる神のビジョンを受け取り、ご再臨の現場となるヨルダン・ペトラ、イスラエ

ル・エルサレムを訪れ、主と共に歩き、事前に日本からの祈りを積み上げてまいりたいと思います。今回は、現地

での「栄子・スティーブンス先生によるオメガ・プレミアム・終末論セミナー」も予定しています。

今月も天にある大いなる神の栄光と神の愛と恵みが、皆様の上に、教会と地域の上に豊かに注がれますよう心より

お祈り申し上げます。

あなたがたはみな、光の子ども、昼の子どもだからです。

言っていることで、この女が経済だけで
はなく、宗教にも関わっている大バビロ
ンの淫婦であると預言していることが分か
ります。
「それが整うと、そこの台の上に安置す
るためだ」と、未来の事を表しているので
す。エパ枡と神殿が一つになっていること
で、経済と宗教の本拠地を示していると
考えられます。　　

未来に現れる大バビロンは、大患難時
代の前半は経済と宗教の本拠地となりま
す。そして、大患難時代の後半では、バ
ビロンは経済の本拠地となり、宗教の本
拠地は「エルサレム」となります。

テサロニケ人への手紙 第二2章4節で、
「彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を
高く上げ、神の宮の中に座を設け、自分
こそ神であると宣言します」

これは、大患難時代後半に入った時に
起こることです。すべて、礼拝されるもの
に反抗しますから、大患難時代後半の3
年半は、反キリストによって宗教の自由
が世界から取り除かれます。そして、第
三神殿の宮の中に座を設け、自分こそ神
であると宣言し、人々が反キリストとその
像を拝むように強制します。この時から、
エルサレムが宗教の本拠地となるのです。

大淫婦の名と獣
黙示録17章3節から5節、「それから、

御使いは、御霊に感じた私を荒野に連れ
て行った。すると私は、ひとりの女が緋

色の獣に乗っているのを見た。その獣は
神をけがす名で満ちており、七つの頭と
十本の角を持っていた。この女は紫と緋
の衣を着ていて、金と宝石と真珠とで身
を飾り、憎むべきものや自分の不品行の
汚れでいっぱいになった金の杯を手に
持っていた。その額には、意味の秘めら
れた名が書かれていた。すなわち、『すべ
ての淫婦と地の憎むべきものとの母、大
バビロン』という名であった」

3節で、「ひとりの女が緋色の獣に乗っ
ているのを見た」とヨハネは言っています。
淫婦の乗っている緋色の獣は、黙示録13
章に出て来る獣、すなわち反キリストのこ
とです。これは大患難時代の前半で、異
端宗教を利用して、偽の世界平和をもた
らし、大きな信頼を世界中から得られた
反キリストの裏話です。

同じく3節で、「その獣は神をけがす名
で満ちており、七つの頭と十本の角を持っ
ていた」とあります。サタンにそっくりな、
七つの頭を持つ反キリストは、十本の角、
すなわち十人の王たちと共に働きます。
偶像をあがめ、真の神様を汚して、人々
の心を引き付けます。

　
4節で、「この女は紫と緋の衣を着ていて、

金と宝石と真珠とで身を飾り」という紫の
衣は、人々から尊ばれていることを表して
います。宝石で身を飾っていますから、
ぜいたくざんまい

贅沢三昧して裕福なのです。莫大な経済
を生むことで、世界中の人々を喜ばせる
ことでしょう。

同じく4節では、「憎むべきものや自分
の不品行の汚れでいっぱいになった金の
杯を手に持っていた」という彼女の杯の中
身は、聖書に書かれている偶像礼拝であ
る姦淫や不品行、人殺しでいっぱいです。

　
5節で、彼女の名前が出てきます。そ

れは、「すべての淫婦と地の憎むべきもの
との母、大バビロン」です。神様に逆らう
象徴であるような「バベルの塔」は、世界
が一つの言葉であった時、ニムロデとい
う力ある人が先頭に立って、再び神罰で
ある洪水が起こっても、びくともしない塔
を建てようとしたのです。神様に逆らい、
忌むべき事が始まった根源がバベルです。

そのシヌアルの地バビロンが、「地の憎
むべきものとの母」なのです。異端宗教と
あらゆる罪の母です。ですから、これら
を生み出した場所を表しているのが「バビ
ロン」です。終わりの日のバビロンは、統
一された世界となりますから、「大バビロ
ン」という名となります。

います。聖書において、偶像礼拝は「姦
淫」と同じ意味を表しています。大淫婦は、
異端宗教やさまざまな宗教を通して、
人々を真の神様から遠ざけ、不従順に
よって間違った道を歩ませます。

2節では、「地の王たちは、この女と不
品行を行い、地に住む人々も、この女の
不品行のぶどう酒に酔ったのです」と御使
いがヨハネに話しています。このブドウ酒
については6節で、「私はこの女が、聖徒
たちの血とイエスの証人たちの血に酔っ
ているのを見た」ことで、ヨハネは理解が
できず非常に驚いています。

大淫婦の喜びと快感は、聖徒たちを殺
すことです。地の王たちもまた、大淫婦
と同じく、不品行と偶像礼拝を行い、聖
徒たちを殉教させることを楽しみとして、
その血に酔っているのです。

しかし、バビロンはバビロンです。バ
ビロンはシュメール語であり、バベルは
ヘブライ語です。学者の中には、バベル
はアッカド語であると言う人もいます。聖
書に出てくる名は、バベルの塔が建てら
れる時までは、すべてヘブライ語でした。

創世記11章1節から9節で、バベルの
塔が建設されている時、人々は一つの言
葉を使い、人々は思いを一つにして自分
たちの思うことをしようとしました。神様
はそれをご覧になって、人々を全地に散
らすようにし、人々に多くの種類の言葉を
送り込み、言葉を混乱させてしまいまし
た。神様が人間を全地に散らしてから、
聖書の中には、いろいろな地名や名前が
出てきます。

七つの頭と十本の角
黙示録17章6節と7節、「そして、私

はこの女が、聖徒たちの血とイエスの証
人たちの血に酔っているのを見た。私は
この女を見たとき、非常に驚いた。する
と、御使いは私にこう言った。『なぜ驚く
のですか。私は、あなたに、この女の秘
義と、この女を乗せた、七つの頭と十本
の角とを持つ獣の秘義とを話してあげま
しょう』」

6節で、「私はこの女が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に酔っているのを
見た。私はこの女を見たとき、非常に驚
いた」とヨハネは言っています。神様に仕
える人々を、数え切れないほど殉教させ
て、その血に酔っている淫婦の姿を見た
ことで、ヨハネは驚いていたのでした。イ
ザヤ書49章26節に、「わたしは、あなた
をしいたげる者に、彼ら自身の肉を食ら
わせる。彼らは甘いぶどう酒に酔うように、
自分自身の血に酔う」と書かれていますが、
古代のしきたりの中に、酒と血を飲んで
酔いどれるということがあったようです。

7節では、「御使いは私にこう言った。
『なぜ驚くのですか。私は、あなたに、こ
の女の秘義と、この女を乗せた、七つの
頭と十本の角とを持つ獣の秘義とを話し
てあげましょう』」と、御使いはヨハネに
言っています。統一された宗教は、協議
会のような組織によって、世界を支配し
ている女と反キリストの秘儀が、御使い
によって知らされています。

18節、「あなたが見たあの女は、地上
の王たちを支配する大きな都のことです」
と、御使いがヨハネに語っています。この
箇所は、異端宗教に関わっている女の大
きな都、大バビロンだということが分かり
ます。

8節、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます。そして彼は、ついに
は滅びます。地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」

8節で、「あなたの見た獣は、昔いたが、
今はいません。しかし、やがて底知れぬ
所から上って来ます」

同じく8節で、女を乗せた緋色の獣が、
「昔いたが、今はいない獣です」と言って
います。このみことばについては、神学
者によって、いろいろな解釈があります。
一つは、黙示録11章の二人の証人の時
にはいましたが、人々が二人の証人の死
と復活によって、世界が神をあがめるよ
うになりました。そのため、獣である反
キリストは、戦いに倒れて死にます。その

「今はいない」と思っていた者が、底知れ
ぬ所から上ってくるのだという見解です。
ハデスに一時、下っていた反キリストが
生き返って戻ってくることを語っているの
だと思われます。

別の考えでは、昔からいたバビロンの
霊ですが、その霊を持つ人間として現れ
るのは、ヨハネの黙示録が書かれた時に
はいないので、「今はいません」という見
解です。

また、ローマ皇帝ネロを反キリストと
考える神学者たちは、黙示録が書かれた
時には、すでにネロは死んでいるので、
生き返って反キリストとなって活躍し、
人々が驚くという考えです。しかし、ネロ
の頭は一つでしたから、七つの頭を持つ
獣とは関係ないと考えられます。

8節で、「そして彼は、ついには滅びま
す」と、彼の滅びることは、すでに定めら
れています。「地上に住む者たちで、世の
初めからいのちの書に名を書きしるされ
ていない者は、その獣が、昔はいたが、
今はおらず、やがて現れるのを見て驚き
ます」。黙示録13章8節でも書かれてい
たように、反キリストは全知全能の神様
によって、世の初めから、真の神様に従
わなかったことが分かっており、小羊の
いのちの書に名が記されていない者は、
反キリストが生き返ったので、驚きます。

次号で、「七つの頭と十本の角」につい
て学びます。

「しかし、兄弟たち。あなたがたは暗や
みの中にはいないのですから、その日が、
盗人のようにあなたがたを襲うことはあり
ません。あなたがたはみな、光の子ども、
昼の子どもだからです。私たちは、夜や
暗やみの者ではありません」

(Ⅰテサ5:4～5)

光の子どもである私たちは、トンネル
の先に光が見えています。再臨される主
を待ち望みつつ、主と共に歩んでまいり
ましょう。



イスラエルの例祭を知ると「イエス・キリスト」が見えてくる

大患難時代前半の大バビロン
─世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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第4回オメガツアーの事前案内をご希望の方は、下記までご連絡ください。
ご登録された方には、ツアーの詳細が決定次第、スケジュール
や祈りの課題などお知らせいたします。
Eメール  info@omega.or.jp　
FAX  06-6777-2117（別紙にて申込書あり） 

栄子・スティーブンス来日の10月～11月の行程を覚えて
　いつもお祈りをありがとうございます。現在10月～11月、関東地区、関西
地区、沖縄地区の教会訪問や、撮影などが続いております。日々健康が守られ、
主からの油注ぎと恵みが満ちあふれますようお祈りください。

1
祈りの課題

神のマスタープランプロジェクト2022

2
3

オメガバイブル教材のために
　新刊『主の例祭からの考察』イスラエルの例祭を知ると「イエ
ス・キリスト」が見えてくるの出版のためにお祈りいただきありが
とうございます。大変好評を頂いており、間もなく1000冊完売と
なります。引き続き今月も「感謝価格期間」とさせていただきます。
ご活用ください。
　また、いよいよ全国のキリスト教書店でも販売がスタートいたし
ます。さらに多くの方に用いられ、主が来られる日に備えて日本の
教会の祝福となりますように。一人でも多くの方に主の愛と恵みが
広がりますよう、引き続きお祈りください。

第4回 オメガツアーのために
「栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダンツアー」
企画準備のために
　2023年5月～6月の見込みでイスラエル＆ヨルダンツアー企画
準備中です。世界情勢、燃油税の高騰など、日々変化がありますので、
現地との調整などがスムーズに整えられますようお祈りください。

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。 ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン

好評！予約注文受付中！！

大好評！まもなく1000冊完売！ いよいよ全国のキリスト教書店でも発売スタート！

著者　栄子・スティーブンス

定価1,650円（税込） 感謝価格1,350円（税込）

2,550円（税込）2冊まとめてご購入

一冊1,200円（税込）10冊以上まとめて
ご注文の場合 （10冊 12,000円（税込））
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オメガ出版

info@omega.or.jp
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メール

06-6777-2117

A5判（フルカラー）　約112頁

主の例祭からの考察

10月～11月は、栄子・スティーブンス来日予定となっており、シャロームニッポンの対談は、今月と来月はお休みとさせていただきます。
いつもご愛読いただきありがとうございます。

感謝価格 ご注文や詳細は、チラシ添付もあります。

「ヨハネの黙示録」
栄子・スティーブンスによるプレミアムセミナー

オメガWEBサイトより無料で聴いていただけます。
黙示録22章まで順次アップ予定

音源サイト

「第4回オメガツアーの事前予約希望受付のご案内」



11月より全国キリスト教書店でも発売開始！

聖書は神様からのラブレターです

イエス・キリストはもう一度来られる
～黙示録ダイジェスト～

神のマスタープランをひも解く鍵
～過ぎ越しの杯といちじくの木～

ご注文方法
電  話　06-6777-2117　ＦＡＸ　06-6777-2117
メール　info@omega.or.jp
オメガオンラインショップ　https://omega.or.jp/shuppan/
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聖書のことばはその通りになる 荒野の幕屋の中に見るイエス様
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終末の時代と
イスラエルを取り囲む世界情勢
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神の栄光 シャカイナグローリー
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感謝価格
まもなく事前予約1000冊完売！

新刊！！ 好評発売中！

Omega Japan

神の愛と神の計画を知るためにオメガ・ジャパンのわかりやすい教材

主の例祭からの考察
イスラエルの例祭を知ると「イエス・キリスト」が見えてくる

（フルカラーA5判　本文112ページ）
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¥300 冊荒野の幕屋の中に見るイエス様
1～9冊

¥270¥770
冊

¥330

10冊以上

¥300 冊神の栄光 シャカイナグローリー
1～9冊

¥270¥330
冊

¥330

10冊以上

¥1,350¥1,650

価格（税込） 数 量

冊

商品名

聖書のことばはその通りになる

1～9冊

¥2,550¥3,300
冊2冊セット

イエス・キリストはもう一度来られる
～黙示録ダイジェスト～

FAX
注文書 06-6777-2117

FAX
送料300円

合計3,000円以上送料無料！

お
届
け
先 お名前

TELご住所　〒

教会名 ふりがな

info@omega.or.jp06-6777-2117 Eメール　TEL＆FAX

お問い合わせ・お申し込み：一般社団法人 オメガ・ジャパン

一般社団法人オメガ・ジャパン　
〒540-0004　大阪府大阪市中央区玉造2-26-47大阪クリスチャンセンター4階Omega Japan

一般社団法人オメガ・ジャパン

主の例祭からの考察
イスラエルの例祭を知ると

「イエス・キリスト」が見えてくる


